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(2) 広報うおづ側関側一…一一一一一一一一一平成3年11月

人
命
救
助
功
労

宮

野

彬

一

さ

ん

(
臼
歳
)

大
光
寺
二
、
一一

f

平
成
三
年
六
月
三
十
日
の
人
命
救

助
行
為
は
、
市
民
の
模
範
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。

整合(職
.. ιぃ

能

功

労

せ
い
ま
つ

清
松
さ
ん

(
け
歳
)

経
田
中
町
一

ー
九

永
年
に
わ
た
り
仏
壇
製
造
に
従
事

し
、
技
術
の
研
究
、
お
よ
び
後
継
者

の
育
成
指
導
に
努
め
、
本
市
仏
壇
製

造
業
界
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

罪行ま
白
治
功
労

て
つ
じ

徹
治
さ
ん

(ω
歳
)

諏
訪
町
四
|
三

多
年
に
わ
た
り
諏
訪
町
四
区
区
長

と
し
て
、
地
域
社
会
の
発
展
と
住

福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
。

地
方
自
治
功
労

潰

田

勝

こ

さ

ん

(
幻
歳
)

経
団
西
町
四
ー

一
O

多
年
に
わ
た
り
栄
町
区
区
長
と
し

て
、
地
域
社
会
の
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
。

教

賛

功

労

ひ

さ

お

久
夫
さ
ん

(ω
歳
)

緑
町
六

l
六

永
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
振
興

に
尽
く
さ
れ
た
。

中主
島iま~ f教

育

労

主
将
可

J'

せ
い
け
ん

静
憲
さ
ん

a歳
)

友
道
一
、

O
O
九

多
年
に
わ
た
り
補
導
委
員
と
し
て
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
る
傍
ら
、

「
愛
の
一
声
運
動
」
を
推
進
し
、
青
少

年
の
た
め
の
明
る
い
環
境
づ
く
り
に

尽
く
さ
れ
た
。

体

功

労

育

西f
回だ

良
作
さ
ん

(
似
歳
)

上
村
木
了
一
七
l

五

多
年
に
わ
た
り
本
市
体
育
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

統

計

た
に
ば
や
し

は

る

こ

ハ
合
林
春
子
さ
ん

(
臼
歳
)

末
広
町
八
|
二

多
年
に
わ
た
り
各
種
統
計
調
査
員

と
し
て
、
迅
速
確
実
か
つ
旺
盛
な
責

任
感
を
も

っ
て
調
査
に
精
励
し
、
統

計
の
普
及
と
推
進
に
寄
与
さ
れ
た
。

功

労
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自~ r室
経
済
功
労

さ
だ
ひ
さ

{
疋
久
さ
ん

(
悦
歳
)

住
吉
三
、
六
六
七
l

二

多
年
に
わ
た
り
飲
食
業
組
合
の
要

職
に
あ
っ
て
、
飲
食
業
界
の
発
展
と

そ
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

語討さ
防
護
功
労

ま
さ
ゆ
き

昌
之
さ
ん

(ω
歳
)

住
吉
二
、
二
三
『
/

永
年
に
わ
た
り
魚
津
市
消
防
団
に

あ
っ
て
、
献
身
そ
の
職
務
に
精
励
さ

れ
、
本
市
の
防
災
と
住
民
の
福
祉
増

進
に
尽
く
さ
れ
た
。

災
害
防
護
功
労

岩
崎

ま
さ
じ

政
次
さ
ん

(ω
歳
)

大
海
寺
新
二
五

y

永
年
に
わ
た
り
魚
津
市
消
防
団
に

あ
っ
て
、
献
身
そ
の
職
務
に
精
励
さ

れ
、
本
市
の
防
災
と
住
民
の
福
祉
増

進
に
尽
く
さ
れ
た
。

厚
生
事
業
功
労

は

せ

が

わ

た

け

お

長
谷
河
健
男
さ
ん

a歳
)

友
道
二
、
二
六
五

多
年
に
わ
た
り
家
庭
に
恵
ま
れ
な

い
児
童
の
里
親
と
し
て
、
深
い
理
解

を
さ
れ
、
児
童
福
祉
の
増
進
に
尽
く

さ
れ
た
。

厚
生
事
業
功
労

お
ぐ
り

小
栗

レ
』
ナ
し
司
』

好
子
さ
ん

(ω
歳
)

本
町
一
1

一一
l

二
七

多
年
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
推
進

連
絡
協
議
会
の
要
職
に
あ

っ
て
、
食

生
活
指
導
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

本
市
の
保
健
福
祉
の
増
進
に
尽
く
さ

れ
た
。厚

生
事
業
功
労

ひ

ろ

せ

と

し

お

慶

瀬

敏

雄

さ

ん

(
日
歳
)

大
字
大
海
寺
野
村
四
、
六
三
八
l

二

多
年
に
わ
た
り
清
掃
事
業
を
行
う

と
と
も
に
、
市
の
保
健
衛
生
、
環
境

保
全
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
。

地
域
医
療
功
労

扇
谷

り

じ
利
こ
さ
ん

(
九
歳
)

友
道
一
、
七
九
七

永
年
に
わ
た
り
医
師
と
し
て
市
民

の
健
康
管
理
の
一
端
を
担
う
と
と
も

に
、
医
師
会
の
要
職
に
あ

っ
て
そ
の

職
務
に
精
励
さ
れ
、
地
域
医
療
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
た
。

体

育

功

労

魚

津

市
野

球

協

会

多
年
に
わ
た
り
本
市
体
育
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

文

化

労

功

本
江
校
下

文
化
振
興
協
議
会

多
年
に
わ
た
り
地
域
文
化
の
普
及

推
進
に
努
め
、
本
市
文
化
活
動
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
た
。
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毎
日
が
火
の
元
報
発
令
中

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
日
月
9
日
(
土

)
i
m日
(
金
)

魚
津
市
で
は
、
舎
年
1
月
か
ら

9
月
末
ま
で
に
6
件
の
火
災
が
発
生
し
、

げ
名
の
方
が
家
を
失
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
日
ご
と
に
寒
く
な
り
、
暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
ス
ト
ー
ブ
の
上
の
洗
濯
物
や
こ
た
つ
の
消
し
忘
れ
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
で
大
惨
事
を
引
き
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
火
の
怖
さ
、
万
一
の
場
合

の
応
急
措
置
に
つ
い
て
家
庭
や
職
場
な
ど
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

…一一一一一一一一一…一平成3年11月
重
点
目
標

l
、
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

2
、
物
品
販
売
店
舗
、
旅
館

・
ホ
テ

ル
な
ど
不
特
定
多
数
の
者
が
出
入

り
す
る
防
火
対
象
物
に
か
か
る
防

火
安
全
の
確
保

3
、
社
会
福
祉
施
設
、
病
院
な
ど
自

力
避
難
が
困
難
な
者
が
多
数
入
所

し
て
い
る
施
設
に
お
け
る
防
火
安

全
の
徹
底

4
、
地
域
に
お
け
る
防
火
対
策
の
推

進
主
な
行
事

0
消
防
訓
練

と
き
日
月
刊
日
(
旦
午
後

1
時
初
分

と
こ
ろ
住
吉
(
企
業
団
地
)
周
辺

訓
練
時
に
は
、
一
般
道
路
を
消
防

車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
走
行
し

ま
す
。
放
水
も
行
い
ま
す
か
ら
付
近

の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

0
防
火
推
進
地
区
の
防
火
指
導

と
き
日
月
刊
日
(
旦
午
前

9
時
ぬ
分

と

こ

ろ

木

下

新

地

区

0
小
学
生
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
示

と

き

運

動

期

間

中

と
こ
ろ
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

※
消
防
署
で
は
、
町
内
会
や
婦
人
会

な
ど
を
対
象
に
、
防
火
訓
練
・教
室
を

つ

い

ま

す

。

E
μ
1
0
2
9
5

ー
通
報
の
心
得
|

「
一
一
九
番
」
通
報
す
る
と
き
は

次
の
要
領
で
、
落
ち
着
い
て
ハ

ッ
キ

リ
と
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

V
火
事
か
救
急
か

V
場
所
(
住
所
)
は

V
大
き
な
目
標
は

V
何
が
燃
え
て
い
る
の
か
(
病
人

・

け
が
人
の
状
態
は
)

V
通
報
者
の
名
前
と
電
話
番
号
(
通

報
し
て
い
る
電
話
の
番
号
)

山一火
め
用
心

HHY7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

出
火
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
、
私
た

ち
の
日
常
の
暮
ら
し
の
中
の
身
の
そ

ば
に
あ
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
毎
日

毎
日
、
そ
の
場
そ
の
時
の
細
心
の
注

意
と
用
心
が
我
家
を
守
り
ま
す
。

1
、
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
を
し
な
い
。

2
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

の
場
を
離
れ
な
い
。

3
、
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
。

4
、
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

5
、
煙
突
の
貫
通
部
は
、
可
燃
物
か

ら
十
分
は
な
す
。

6
、
子
供
は
、

マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
。

7
、
風
の
強
い
時
は
、

な
し

た
き
火
を
し

9
月
幻
日
か
ら
お
日
に
か
け
、
日

本
海
沿
岸
を
駆
け
抜
け
た
大
型
で
非

常
に
強
い
台
風
刊
号
の
強
風
の
た
め
、

県
内
各
地
で
大
き
な
被
害
が
出
ま
し

た
。

の
生
産
農
家
、

ω
M
の
り
ん
ご
圏
全

域
で
落
果
や
倒
木
な
ど
の
被
害
が
出

ま
し
た
。
例
年
の
初
%
が
落
果
し
、

約

2
億

4
2
0
0
万
円
の
損
害
だ
と

い
う
こ
と
で
す
(加
積
り
ん
ご
組
合
)。

ま
た
、
屋
根
が
飛
ば
さ
れ
る
、
街

路
樹
が
倒
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
も
出

ま
し
た
。

魚
津
市
で
も
、
農
産
物
を
中
心
に

被
害
が
出
て
お
り
、
特
に
特
産
の
加

積
り
ん
ご
の
被
害
が
大
き
く
、
日
戸
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L 
税の
を祉
智会

週あ
間抱

員票
日
同-

Y塞
1!7
i 

~主
目仁、

日
月
日
日
(
月
)
か
ら
げ
日
(
日
)
ま
で
は
、

『税
を
知
る
週
間
』
で
す
。
今

年
は
「
暮
ら
し
を
支
え
る
税
」
を
テ
ー
マ
に
、
み
な
さ
ん
に
H

税
の
意
義
や

役
割
H

を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

0 ① 
と 税納
金税
き 展書
道
展
.及
び
暮
b 
し
の
中
の

日
月
日
日
(
旦
i
口
日
(
旦

O
と
こ
ろ
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

ー
、
市
内
小
学
5
年
生
の
書
道
「
笑

顔
で
納
税
」
応
募
作
品
の
展
示

2
、
園
、
県
、
市
の
各
種
ポ
ス
タ
ー
な

ど
、
暮
ら
し
の
中
の
税
金
資
料
展
示
。

3
、
地
酒
展
示
、
試
飲

①
臨
時
税
務
相
談
所
の
開
設

O
と
き
日
月
比
日
(
事

・
日
日
(
念

午
後
1
時
1
4
時

O
と
こ
ろ
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

北
陸
税
理
士
会
魚
津
支
部
の
税
理

士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

①
記
念
講
演

O
と
き
日
月
日
日
(
巷
午
前
叩
時
初
分

O
と
こ
ろ
魚
津
平
安
閑

O
講
師
玉
木
久
雄
氏
(
北
日
本

放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
担
当
部
長
)

O
テ
ー
マ

「話
し
上
手
に
な
り
ま

せ
ん
か
」

聴
講
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
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一一一一」ー一一一一一一ーー一一一一一A

日
万
8
7
8
同
の

資
源
を
回
収
(
二

8
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
資
源
再
利
用
推
進
報

体
が
登
録

(
叩
月
M
日
現
在
)
し
て
い
ま
す
。

第
1
回
目
の
支
払
期

(
叩
月
)
ま
で
に
9
団
体

請
が
あ
り
、
総
額
お
万
2
6
3
4
円

(集
荷
量
に

が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。
回
収
さ
れ
た
資
源
廃
棄
物

て
い
ま
す
。

古

紙

類

叩

万

8
0
4
8
同

直
径
日
片
側
高
さ
8
m
の
立
木
に
換
算
し
て
n

ア

ル

ミ

缶

4
5
4
同

総
合
体
育
館
大
体
育
室
の
電
灯
を
全
て
つ
け
た
場
合
(
約
印

刷
)
、
約
臼
時
間
分
の
電
力
が
節
約
。

布

類

1
9
1
6
同

フ
ェ
ル
ト
や
糸
な
ど
の
原
料
や
油
を
ふ
く
ウ
ェ
ス
材
に
再
利

用
さ
れ
る
。

牛
乳
パ
ッ
ク

4
6
0
同

ト

イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
(
臼

m
商
品
)
約
2
5
0

0
個
作
れ
る
。

団
体
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。
資
源
保
護
、
地
域
の
活
性
化
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
地
域
住
民
で
組
織
す
る
団
体
な
ら
ば
大
小
種
別
は

問
い
ま
せ
ん
。

宮
但

1
2
2
0
0内
線

1
4
2

問
い
合
わ
せ
先
市
生
活
環
境
課

環
境
美
化
は
あ
な
た
の
町
か
ら

H
月

m日
(
日
)
は
秋
の
清
掃
日

地
域
ぐ
る
み
で
公
園
や
道
路
、
側
溝
な
ど
の
清
掃
を

行
い
、
冬
に
備
え
て
の
環
境
整
備
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。



広報うおづ (6) 肉側関側側側州側側州側側側関側関一………一一州側側欄欄…平成 3年11月

市民バワー魚
'91市民フ『υシビvクフz
完成し、 10月10日(体育の日)、竣工式典に

フェスティパルが行われました。

まった市民約3000人がキ-I，..，..l.).，.~品l

お
め
て
と
ラござ
り
ま
ヲ

文
部
中
《
薗
自
協
議

魚
津
リ
ズ
ム
体
操
ク
ラ
ブ

代
表

岡
崎

会
員

お
名

発
足
し
て
日
年
目
を
迎
え
た
魚
津

リ
ズ
ム
体
操
ク
ラ
ブ
に
長
年
の
活
動

が
認
め
ら
れ
、
平
成

3
年
度
社
会
体

育
優
良
団
体
と
し
て
、
文
部
大
臣
表

彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
リ
ズ
ム
体
操
指
導

者
を
養
成
し
、
婦
人

・
高
齢
者
な
ど

を
対
象
に
「
体
操
教
室
」
「
リ
ズ
ム

体
操
教
室
」
を
開
設
し
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及

・
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

明
子

富
山
鳳
ス
滅

i
w
d盟
関
鴎
輿

魚
津
市
で
ね
名
が
受
賞

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
地
域
社
会
に

お
い
て
長
年
に
わ
た
り
顕
著
な
活
動

や
献
身
的
は
世
話
を
し
て
い
る
方
必

名
に
、
富
山
県
教
育
委
員
会
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
の
び
の
び
賞

(
小
学
生
)

広
世
雅
文

・
椎
名
和
也
(
以
上
上
中

島
野
球
ス
ポ
少
)

酒
井
謙
吉
(
吉
島
野
球
ス
ポ
少
)

山
田
和
也

・
滝
川
啓
成

・
滝
川
恵
介

長
田
英
行
(
以
上
片
貝
野
球
ス
ポ
少
)

森
川
か
お
り
(
片
貝
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ス
ポ
少
)

津
田
樹
孝
(
魚
津
ジ
ュ

ニ
ア
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
)

①
い
き
い
き
賞

(
中
学
生
l
m
歳
)

浜
住
景
子
(
村
木
水
泳
ス
ポ
少
)
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意ごいνtll本江地区
加積地区
大町地区

広報うおづ(7) 

桃山陸上競技場オーフシ記怠
日目町....... lb.tr.体育の日)

荒
木
剣
(
魚
津
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ

l
ク

ラ
ブ
)

馬
場
三
紀
(
魚
津
剣
道
ス
ポ
少
)

高
松
美
子
(
大
町
水
泳
ス
ポ
少
)

①
は
つ
ら
つ
賞

(
悶
歳
j

m
歳
)

山
越
雅
代

・
松
倉
知
佳
(
以
上
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会
)

①
さ
わ
や
か
賞

(
初
歳
j

印
歳
)

島
崎
信
行

・
吉
田
富
士
夫

・
先
名
伸

森
内
勝
見

・
加
成
忠
之

・
鈴
木
邦
郎

永
谷
勇
(
以
上
野
球
協
会
)

城
美
代
子

・
白
川
敏
江

・
吉
田
寿
子

沼
倉
和
子
(
以
上
魚
津
リ
ズ
ム
体
操

ク
ラ
ブ
)

島
崎
哲
二

・
倉
谷
邦
男
(
以
上
卓
球

協
会
)

広
田
正
一

・
浜
田
剛

・
吉
川
聡
(
以

上
上
野
方
サ

ッ
カ
ー
ス
ポ
少
)

武
田
良
三
(
西
布
施
リ
リ

l
ズ
)

浜
住
憲
治
(
魚
津
中
央
サ

ッ
カ
ー
ス

ポ
少
)

五
十
井
勝
敏
(
村
木
野
球
ス
ポ
少
)

朝
野
勇
(
上
野
方
水
泳
ス
ポ
少
)

立
野
晃
(
魚
津
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
)

加
藤
康
子
(
村
木
ビ
ー
チ
ボ

l
ル
愛

好
会
)

田
辺
久
雄

・
金
盛
祥
子
(
以
上
村
木

車
球
愛
好
会
)

①
ほ
の
ぼ
の
賞

(ω
歳
以
上
)

吉
川
勇
(
大
町
朝
走
会
)

金
谷
吉
郎

・
谷
原
幸
治

・
金
坂
直
之

郎
(
以
上
ゲ

l
ト
ボ
ー
ル
協
会
)

屡
気
楼
と
魚
津
ま
つ
り
村
ま
つ
り

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

「
魚
津
の
霊
気
楼
と
魚
津
ま
つ
り
・

村
ま
つ
り
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入

賞
者
が
応
募
総
数
侃
点
の
中
か
ら
次

の
と
お
り
選
ば
れ
ま
し
た
。

①
霊
気
機
の
部

市

長

賞

高

岸

信

夫

(

吉

島

)

市
議
会
議
長
賞
木
下
荘
司
(
末
広
町
)

商
工
会
議
所
会
頭
賞宮
町
昭
治
(
富
山
市
)

宮
川
政
昭
(
住
吉
)

観
光
協
会
長
賞

①
祭
り
の
部

市

長

賞

宮

川

政

昭

(

住

吉

)

市
議
会
議
長
賞
嶋
川
悦
郎
(大海
寺
野村
)

商
工
会
議
所
会
頭
賞内
生
蔵
裕
志
(
東
蔵
)

佐
々
木
ヤ
ツ
子
(
金
山
谷
)

清
河
重
次
(
吉
島
)

山
崎
正
雄
(
三
ケ
)

高
岸
信
夫
(
吉
島
)

武
隈
和
男
(
六
郎
丸
)

池
田
重
夫
(
黒
部
市
)

観
光
協
会
長
賞

入

選
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晴れのち 筋肉痛…?!
台風19号も通り抜け、 青空の広がった9月29日、市内 8地

区で地区運動会が行われました。

今年の運動会は、 10月10日に桃山陸上競技場オープン記念

として聞かれる r'91魚津市民オリンピックフェステイノ〈ル」

の予選を兼ねる種目-RUNパタパタ ・むかで競走 ・まめ台
風などーがあり 、地区代表をめざして例年より力が入ってい

るよっていした。ハッスルのし過ぎで、ケガ人が続出という地

区もあったようです。一一日ごろ運動していないからだとい

う人もいましたが…。

何はともあれ、スポーツの秋。次の日に襲ってくる筋肉痛

のことも忘れ、選手たちは 選手宣誓で誓った「力の限り …」

を実践していました。

残った 5地区のうち加積地区を除いた 4地区では、 10月6

日に地区運動会が行われました (残念ながら雨のため、午後

からの競技は中止となりましたが…)。

警察の仕事を PR
笹察活動を紹介し理解を深めてもらおうと

「魚津ふれあい響察展」が9月21日から23日

までの 3日間、魚津サンプラザで行われました。

会場となった 3階イベントホールには、銀

行強盗犯人を捕まえるパソコンゲームや活動

パネルの展示などのコーナーが設けられ大勢

の人が訪れていました。特に人気があったの

が、おまわりさんの制服を着て白バイに乗り

写真を撮るコーナー…順番を待つ子供たちで

長い列ができていました。

正面駐車場を発着とするパ トカーの試乗コ

ーナーでは、 子供たちといっしょにパ トカー

に乗り込むお父さんやお母さんの姿も見られ

ました。

魚

津

の

碑

め

ぐ

り

・

・

・

... 

⑧ 

大2
4キi
家三
持t
の
歌
碑

:，，1.  ・.

魚津水族館横

日
本
最
古
の
歌
集
「
万

葉
集
」
の
代
表
的
歌
人

お
お
と
も
す
〈
れ
や
か
し
九

大
伴
宿
爾
家
持
は
、

宮

廷
を
守
る
武
家
大
伴
家

の
長
男
と
し
て
養
老

2

年

(
七

一
八
年
)
こ
ろ

に
生
ま
れ
た
。
父
は
、
た
ひ

大
納
言
従
二
位
大
伴
旅

と

戸

皇

、

い

何

ぞ

%

人
で
あ
り
太
宰
師
を
務
め
て
い
た

の

立
山
の
雪
し
来
ら
し
も

で
、
家
持
は
少
年
時
代
を
太
宰
府
で

延
槻
(
早
月
)
の

送

っ
た
。
そ
の
後
、
都
で
内
舎
人
と

河
の
渡
り
瀬
鐙
浸
か
す
も

し
て
宮
廷
に
仕
え
、
天
平
日
年

(
七

昭

和

泊

年

に

早

月

川

畔

に

建

立

さ

四
六
年
)、
従
五
位
の
時
(
鈎
歳
こ
ろ
)

れ
た
碑
に
は
、

富
山
の
生
ん
だ
国
語

よ

し

お

に
越
中
国
守
に
任
じ
ら
れ
た
。

学
者
山
田
孝
雄
博
士
の
筆
で
彫
り
込

越
中
に
は
、
天
平
勝
宝

3
年
(
七
五

ま
れ
て
い
る
。

一
年
)
に
帰
京
す
る
ま
で

の
五
年

間

ま

た

、

片

貝

川

を

詠

ん

だ

も

の

と

余
り
滞
在
し
た
。
民
生

・
軍
事

・
警

し
て
次
の
歌
が
あ
る
。

察

・
裁
判
な
ど
ほ
ぼ
全
権
を
司
り
、

片
貝
の
川
の
瀬
清
く
行
く
水
の

諸
郡
を
巡
行
す
る
か
た
わ
ら
、
北
陸

絶
ゆ
る
こ
と
な
く
あ
り
通
ひ
見
む

の
自
然
や
人
情
に
接
し
て
二
百
二
十

こ

の

歌

碑

は

、

木

下

新

地

内

の

川

四
首
も
の
秀
歌
を
残
し
た
。

の
瀬
団
地
、
片
貝

・
黒
谷
橋
橋
詰
、

魚
津
を
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
、

早

持
光
寺

・
大
徳
寺
境
内
の

3
か
所
に

月
川

・
片
貝
川
の
歌
が
あ
る
。

あ
る
。

ζ
の
人
あ
の
ク
h
M
l
フ

「
今
ま
で
教
え
て
き
た
子
供
た
ち
が

今
年
、
全
国
大
会
に
出
場
し
て
好
成

績
を
収
め
て
く
れ
た
こ
と
が
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
と
」
話
す
沈
さ
ん
。
現

ご暗唱ち
IAIん

中
国

警太け
11‘、'コ
管 さ
臨 ん
rh ~町、

出 38
身 歳
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魚津城ゆかりの町名…再び

広報うおづ(9) 

ニニは、双葉町(旧川原町)

元禄 (1700)の末ごろ神明橋の上手にできた町で、ニ

の地名が神明川の川原であったのでニの名がついた。

これは、 10月8日、双葉町内に設置された町名標示板。

旧魚津町は、新川郡の政治や経済の要として繁栄し、

魚津城を中心に発達した町で、藩政時代にさかのぼる由

緒のある町名が数多くありました。

昭和44年と47年に住居変更で町名変更が行われました

が、旧町名が今もなお使われるなど旧町名に対して深い

愛着を持っている人もたくさんいます。

歴史ある旧町名を後世にも伝えたいとの要望もあって

市では、下新川郡史稿 ・魚津古今記 ・魚津町史 ・魚津市

史を参考に由来を調べ標示板を設置しました。

標示板は、縦65cm、横25cmの大きさで、 29町名 130枚

を設置する予定です。

食べる、見る、楽しむ商工フェア
10月19日・ 20日の両日、市総合体育館でご夢う

おづ。食べる、見る、楽しむw をテーマに「じゃん

とこい魚津商工フェア'91Jが行われました。

38事業所の開発製品・新製品の展示コーナ一、

14商工業で行う物産即売コーナーなどが設けられ

大勢の人でにぎわっていました。

会場の外では、各種団体や企業による屋台コー

ナーもあり、名物のしんきろう鍋や焼きそばなど

が販売されていました。時折l吹く冷たい風の中、

暖かいしんきろう鍋がたいへん人気があったよう

です。

ステージイベントとして、民謡ショーや鳥人戦

隊ジェ ットマンショーも行われ、お年寄りや子供

たちは足を止めて楽しいショーに見入っていまし

た

在
、
魚
津
市
で
ジ
ュ
ニ
ア
層
を
中
心

に
卓
球
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

中
国
遼
寧
省
体
育
運
動
技
術
学
院

で
車
球
コ
ー
チ
を
し
て
い
た
沈
さ
ん

が
魚
津
市
で
指
導
す
る
こ
と
に
な

っ

た
の
は
昭
和
臼
年
の

7
月
か
ら
。
富

山
県
と
遼
寧
省
が
友
好
提
携
の
関
係

に
あ

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
魚
津
市

卓
球
協
会
の
要
請
に
応
え
て
、
一
か

月
を
指
導
期
間
と
し
て
沈
さ
ん
を
含
る
ス
ポ
ー
ツ
。
ま
た
、
勧
め
た
い
ス
ポ

め
二
人
の
コ
ー
チ
が
派
遣
さ
れ
て
き
|
ツ
。
筋
肉
に
大
き
な
負
担
が
か
か

ま
し
た
。
指
導
期
間
を
終
え
帰
国
し
ら
な
い
し
、
頭
を
使
わ
な
け
れ
ば
な

ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
ゃ
協
会
な
ど
ら
な
い
の
で
頭
に
も
い
い
し
(
笑
)
口

の
強
い
要
望
が
あ
り
、
平
成
元
年
4

「
魚
津
に
は
、
中
国
で
教
え
て
い
た

月
か
ら
再
び
魚
津
市
で
指
導
す
る
こ
子
供
た
ち
よ
り
も
素
質
の
あ
る
選
手

と
に
な
り
ま
し
た
。
洗

足

学

園

魚

津

も

い

ま

す

。
子
供
た
ち
の
成
長
の
た

短
期
大
学
の
聴
講
生
と
し
て
日
本
国
め
に
自
分
の
で
き
る
限
り
の
手
助
け

文
学
を
学
び
な
が
ら
指
導
を
続
け
て
を
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
口

い
ま
す
。

沈
さ
ん
は
、
市
内
友
道
で
妻

・
娘

「卓
球
は
、
小
さ
い
子
供
で
も
や
れ
の

3
人
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

川一環
鷺
這
本
と
ス
ワ
ス

q
ち
ゃ
ん

高

橋

健

く
ん

(誠

・
結
美
さ
ん
夫

妻
の
長
男
)
文
化
町

平
成

2
年

1
月

1
日
生
ま
れ

/
/
V
 

《
お
母
さ
ん
の
一

言
》

友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
作

っ
て
、
元

気
に
ス
ク
ス
ク
育

っ
て
ネ
。

育
美
ち
ゃ
ん

(
拡
文

・
優
子

さ

ん

夫

妻

の

女

)

平
成

2
年

2
月
日
日
生
ま
れ

沢
田

《
お
母
さ
ん
の
て
一
一一口
》

た
く
さ
ん
食
べ
て
、
早
く
大
き
く

な

っ
て
ネ
。
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開

通

し

ま

す

新
川
広
域
農
道

(
ス
ー
パ
ー
農
道
)

湯
上
地
内
1
0
6
0
m

負
金
市
区
間
開
通
式

日
月

7
日
(
木
)

午
前
叩
時
却
分

i

室
田

・
湯
上
地
内

(
観
音
ゴ
ル
フ
横
)

・
開
通
式
後
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
0

・
間
合
先
市
農
林
土
木
課

と

き

-
と
こ
ろ申

請
の
手
続
き
を

建
設
工
事
入
札

参
加
資
格
審
査

(
富
山
県
か
ら
)

富
山
県
が
発
注
す
る
建
設
工
事
に
、

入
札
参
加
を
希
望
す
る
企
業
は
、
建

設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

(新
規
又
は
業
種
追
加
の
み
)
及
び
、

経
営
事
項
審
査
(
経
営
規
模

・
そ
の

他
項
目
)
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

魚
津
土
木
事
務
所
管
内
で
の
申
請

受
付
け
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
受
付
期
間

口
月
四
日
(
月
)
l
初
日
(
土
)

・
受
付
場
所
魚
津
土
木
事
務
所

・
間

合
先
魚
津
土
木
事
務
所
業
務

係
(E
n
1
9
1
1
5
)

第
二
回

人
権
に
関
す
る

意
識
調
査
の
お
願
い

対
象

市
内
道
下

・
吉
島
小
学
校
の

保
護
者
約

1
、
0
0
0
名

※
調
査
用
紙
が
届
き
ま
し
た
ら
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

間
合
先

富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局

(
g
n
|
0
4
6
1
)
又
は
市
民
課
へ
。

水
道
工
事
を
予
定

し
て
い
る
方

早
目
に
申
込
を

冬
期
間
に
水
道
管
引
込
み
工
事
の

串
込
み
を
さ
れ
て
も
、
降
雪
な
ど
に

よ
っ
て
、
工
事
の
一
時
中
止
や
大
幅

な
延
期
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
道

路
の
復
旧
工
事
が
非
常
に
難
し
く
、

道
路
の
損
傷
や
交
通
事
故
な
ど
を
誘

発
す
る
か
ら
で
す
。

こ
の
た
め
、
水
道
工
事
を
今
後
予

定
し
て
い

る
方
は
、

早
目
に
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

間

合

先

市

水

道

局

(g
n
l
2
2

0
0
内
線

1
5
3
)

下
水
道
の

正
し
い
使
い
方

下
水
道
が
で
き
た
か
ら
と
い

っ
て

も
、
何
で
も
流
し
て
い
い
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り

が
ル

l
ル
を
守
っ
て
上
手
に
使
う
こ

と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

川
お
む
つ
、
布
切
れ
や
土
砂
、
木

片
、
食
用
油
な
ど
は
流
さ
な
い
で

て
ん
ぷ
ら
油
等
は
固
ま
り
、
パ
イ

プ
や
マ
ス
が
つ
ま
っ
て
家
の
中
が
汚

水
で
よ
ご
れ
た
り
、
ポ

ン
プ
場
が
故

障
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

ω
洗
濯
排
水
は
下
水
道
へ

洗
濯
機
の
排
水
は
必
ず
下
水
道
へ

流
し
、
側
溝
等
に
流
れ
出
な
い
よ
う

お
互
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ω
危
険
物
を
流
さ
な
い
で

下
水
道
へ
は
ガ
ソ
リ
ン

・
灯
油
や

農
薬
な
ど
の
危
険
物
を
流
き
な
い
で

く
だ
さ
い
。

仙
川
水
は
節
約
し
て

資
源
の
無
駄
遣
い
だ
け
で
な
く
、

汚
水
の
量
が
増
え
れ
ば
そ
れ
だ
け
下

水
道
使
用
料
も
か
さ
み
ま
す
。
節
水

に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ω
汚
水
ま
す
の
定
期
清
掃
を

汚
水
が
排
出
さ
れ
る
汚
水
ま
す
に

は
油
や
ご
み
が
溜
ま
り
ゃ
す
い
の
で
、

詰
ま
ら
な
い
よ
う
に
定
期
的
に
清
掃

ー
し
宇
品
、
し
ょ
、
っ
。

就
学
時
健
康
診
断
の
実
地

平
成

4
年

4
月
に
小
学
校
へ
入

学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断

実
施
に
つ
い
て
、
保
護
者
あ
て
通

知
し
ま
し
た
が
、
通
知
書
の
届

い

て
い
な
い
方
は
、
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

g
n
l
2
2
0
0
内
線

4
3
1

0
該
当
者

昭
和

ω年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

引
年
4
月
l
百
ま
で
に
生
ま
れ
た

幼
児
。

。
検
診
日
程

学

校

名

検

診

日

受

付

時

間

大
町
小

口

月

1
日
(企
ロ
時
初
分

村
木
小

口

月

初

日

(水)
ロ
時
印
分

住
吉
小

口

月

初

日

(火)
日
時

上
中
島
小

口

月
凶
日
(
木
)
ロ
時
初
分

松
倉
小

口

月
幻
日
(
水
)
ロ
時
初
分

上
野
方
小

口

月

1
日
(
念
日
時

本
江
小

口

月

7
日
(木)
ロ
時
初
分

片
貝
小

口

月

日

日

(
月
)
ロ
時
初
分

吉
島
小

口

月

日

日

(月)
ロ
時
初
分

道
下
小

口
月

7
日(木
)ロ
時

ω分

経
団
小
口
月
幻
日
(金
日
時

坪
野
小

口

月

幻

日

(
水
)
ロ
時
ぬ
分

。
検
診
会
場
は
、
各
小
学
校
で
す
。

な
お
、
西
布
施
小
は
、
叩
月
初

日
(
水
)
に
健
康
診
断
を
実
施
済
み
で

す
。

第

1
回
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山
幻

入
場
券
の
第

1
期
前
売
期
間
は
ロ
月
引
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
は
、

2
割
引
で
、
豪
華
商
品
が
当
た
る
特
典
付
で
す
0

・

会

期

・

間

合

先

市
商
工
観
光
課

平
成

4
年
7
月
日
日

i

(g
n

ー

2
2
0
0
内
線

3
1
1
)

9
月
幻
日

，A
J
 

-

会

場小
杉
町
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
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経
団
幼
稚
園
児

入
園
申
込
受
付

大
田了
• 

富
山
地
方
法
務
局

部
変
更
に
な
り
ま
す

土
地
の
地
番
が

(
注
)

上
記
の
変
更
は
本
籍
地
番
や

住
所
地
番
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

土
地
や
建
物
の
所
有
者
で
あ
る
人

や
そ
の
他
の
登
記
を
受
け
て
い
る
人

の
住
所
が
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
住

所
変
更
登
記
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

会
社
の
本
庖

・
支
庖
が
変
更
さ
れ

た
土
地
の
上
に
あ
る
と
き
も
、
本
庖

変
更
登
記
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
魚

津
支
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
戸
籍
の
本
籍
地
番
に
つ
い

て
変
更
が
あ

っ
た
場
合
は
、
特
に
変

更
の
手
続
き
を
し
な
く
て
も
訂
正
さ

れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
が
、
市

役
所
に
訂
正
を
申
し
出
れ
ば
、
す
ぐ

に
戸
籍
の
訂
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

当
魚
津
支
局
で
は
、
不
動
産
登
記
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
処
理
す
る

た
め
に
、
登
記
簿
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
移
し
替
え
る
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
業
に
際
し
て
、
現
在
の
土
地
の
地
番
が
左
記
の
例
示
の
上
欄
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
に
支
障
が
あ
り
ま
す
の

で
、
下
欄
の
よ
う
に
地
番
を
変
更
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
町
村
合
併
に
よ
る
編
入
で
重
複
し
た
地
番
と
な
っ
て
い
る
場
合
や
、

耕
地
番
、
山
地
番
に
よ
り
重
複
し
た
地
番
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
、

地
番
を
変
更
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
住
所
な
ど
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
(
注
)
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
魚
津
支
局
(2
n
l
0
4
6
1
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
同
支
局
窓
口
に
地
番
変
更
一
覧
表
を
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

か
ら
昭
和
白
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
幼
児

@
願
書
受
付
期
間

口
月
日
日
(
月
)
1
日
月
初
日
(
水
)

午
前

9
時

1
午
後

5
時

た
だ
し
、
土
曜
日
の
午
後
と

日
曜
日
は
受
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

。
願
書
申
込
・
提
出
先

大
町
幼
稚
園
(
官
辺
1
6
1
7
9
)

経
団
幼
稚
園

(
E
M
-
-
2
5
0
)

と
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

(g
n
ー

2
2
0
0
内
線

4
3
1
)

。
入
園
資
格

4
歳
児

昭
和
臼
年
4
月

2
日

か
ら
昭
和
日
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
幼
児

昭
和
臼
年
4
月

2
日

5
歳
児

戸
U-一=ロ

現

在

の

地

番

例

①

υ
u
u
u特
)
合
併

②

3
9
3
6
番
l
甲

③

4
1
4
1
番
1
1
1
1

変

更

後

の

地

番

例

①

2
3
4
3
番

②

3
9
3
6
番
ー
ー

③

4
1
4
1
番
l
l

富
山
県
青
年
・
婦
人

海
外
派
遣
団
員
募
集

iご寄付ありガとう

ごさの雰し.号.d!怖心;ぅ'.':'
!>善意銀行へ

大崎三樹本町一丁目 50，000円

大野昭二北鬼江 2，000円

ユニー鮒魚津庖 13，952円

宮野彬一大光寺 2区 20，000円

故山岸せき 新金屋一丁目 200，000円

本田勝美経団中町 30，000円

鮒 KiKi取締役社長谷口貞夫 5，000円

魚津第二保育園職員一周 3，600円

水 島 光恵火の宮町 100，000円

漬由美佐子 本町二丁目 100，000円

野村幸男立石 5，000円

友田道治新角川二丁目 10，000円

削魚津銀金吉島 5，000円

ご利用ください

=電話情報=
・市政情報テレホン・サービス

宮 22-3600

.キャプテン ・サービス(テレビ画面案

内)市役所ロビー、水族館無料休憩所

.求人テレホン ・サービス(魚津公共職

業安定所)男子(月~木)

女子(金~土)ft24-8841 

.税務テレホン ・サービス(税務相談室

富 山分室) ft0764-31-9222 

.健康テレホン ・サービス(県保険医協

会) 宮0764-42-0003
11月のテーマ

(月) 解熱剤の使い方

(火) 溶連菌感染症

(水) 漢方からみた冷え症

(木) こどもの発達と虫歯

(金) 中年過ぎのヒザ関節i症

(土・日)疲労回復に体操と入浴

-
負

担

金

約

幻

万

円

・
申
込
期
限
日
月
日
日
(
ゐ
る
ま
で

*
婦
人
海
外
派
遣

-
派
遣
国

・
派
遣
期
間
及
び
負
担

金
は
、
青
年
派
遣
と
同
じ

・
募

集

人

員

犯

人

・
年

齢

資

格

拘

歳

1
日
歳

・
申
込
期
限
日
月
日
日
套
ま
で

女
間
合
先
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
へ

-R青年
海
外
派
遣

・
派

遣

国

ア

メ

リ

カ

合

衆

国
・

カ
ナ
ダ

平
成

4
年

5
月
初

日
(
火

)
1
6
月
7

日
(
日
)
日
日
間

一
般
部
門
必
名

農

業

部

門

日

名

初
歳

i
初
歳
(
農

業
お
歳
ま
で
)

-
派
遣
期
間

広報うおづ

-
募
集
人
員

-
年
齢
資
格

(11) 



(12) 広報うあ、づ

一一一館

与

一
室
田
|
開

山
里
山

1t月の日曜開館

10日・ 24日

翌日月曜日は休館です

側関側~州側関関側関関~側関側~欄~側関、平成 3 年11 月

一
冊

の

興

奮

一

冊

の

感

動

:
・⑧

新
し
い
本
か
ら

〈一

般
〉

ヒ
ト
不
足
社
会

N
H
K
取
材
班

お
墓

・
仏

壇

入

門

ひ

ろ

き

ち

や

ち
ょ
っ
と
ご
ぶ
さ
た
し
ま
し
た
が

磯

村

尚

徳

食
べ
る
ク
ス
リ

J
・
カ
l

バ

|

ご

み

リ

サ

イ

ク

ル

和

田

安

彦

口
臭
を

消

す

内

田

安

信

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
逆
襲
峰

如

之

介

〈
文
学
・
小
説
〉

夕

陽

の

河

岸

安

岡

章

太

郎

夢

見

る

リ

ア

リ

ス

ト

畑

恵

森

繁

の

重

役

読

本

向

田

邦

子

わ

が

風

雲

の

詩

上

下

古

川

薫

さ

れ

ど

孤

に

あ

ら

ず

丸

山

健

二

響
子

愛

染

三

枝

和

子

さ
て
、
コ
ー
ヒ
ー
に
し
ま
せ
ん
か

小
林
カ
ツ
代

〈
富
山
の
本
〉

落
ち
鮎
の
川
は
夕
焼
け
古
川

風

の

盆

成

瀬

昌

示

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週

間
で
、
無
料
で
す
。

、....... .
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A
H
H勺
ノ

ふ
汀
1

教

室

日
月
日
日
(
水
)

1
時
ぬ
分
1

4
時

「
屋
根
」
「
こ
た
え
」

「
雑
詠
」

助

言

者

脇

坂

正

夢

先

生

川
柳
え
ん
ぴ
つ
社
編
集
長
)

合

と

き

セ
兼

題

図
書
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
古
川

武

二

様

マ
広
瀬
利
己
子
様

マ

田

林

明

様

(
駅
前
新
町
)

(
黒
部
市
)

(
茨
城
県
)

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に

5
日
(
火
)

け
月
の
お
し
ら
せ

映
画
べ
っ
か
ん
こ
鬼

工
作
い
ろ
い
ろ
メ
ガ
ネ

映
画
と
べ
な
い
ホ
タ
ル

工
作
ば
た
ば
た
パ

l
ド

午
後
4
時
1

4
時
ぬ
分

幼
児

i
小
学
生
(
無
料
)

ロ
日
(
火

日
日
(
火

初
日
(
火

と

象き

対

~ 
:ゐ:
;大:
:好:
:き:

西
部
中
学
校

1
年

大
津

和
儀
く
ん

武

中
学
に
入
学
し
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
ラ
ブ
に
入
部
し
ま
し
た
。
今
一
番

興
味
の
あ
る
の
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ー

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
。

初
め
て
図
書
館
へ
行
っ
た
の
は
友

達
に
誘
わ
れ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
本
を
借

り
に
行
っ
た
と
き
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

暇
が
あ
る
と
立
寄
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

図
書
館
に
は
本
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
驚
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
お

も
し
ろ
い
本
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
ほ

し
い
で
す
。
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日
月
の
行
事

〔ξ
こ
一
四
駆
大
会
〕

日
日
(
事
2
時
j

申
し
込
み
は
、
日
日
ま
で
グ

〔
プ
ラ
パ
ン
製
作
〕

2
日
(
土
)
・
幻

日
(
水

)

4
時
i

l
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ロ
月
の
行
事
I

l

-
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〔
ク
リ
ス
マ
ス
会
〕

凶
日
(
串
2
時
j

会
費
削
円
を
添
え
て

8
日
ま
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日
、
国
民
の

祝
日

橋

集

後

記

日
月
四
日
、
親
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
取
材
の
た
め
健
康
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
る
と
、
別
名
の
親
子
が
元
気
よ
く

館
内
い
っ
ぱ
い
に
ハ
イ
ハ
イ
ゲ
ー
ム

や
親
子
リ
ズ
ム
体
操
な
ど
に
参
加
し

て
い
ま
し
た
。

ど
の
顔
も
健
康
的
で
素
敵
で
し
た
。

私
も
、
運
動
不
足
の
解
消
方
法
と

し
て
、
毎
日
一
万
歩
を
目
標
に
万
歩

計
の
利
用
を
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、

1
7
0
0
歩
し
か
歩
か

な
い
日
も
。
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
・
:。
(H
)
 

桃
山
陸
上
競
技
場
が
完
成
し
、
市

民
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
や
小
学
校
体
育
大

会

・
県
中
学
生
陸
上
競
技
大
会
が
次

々
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
手
の
表
情

を
写
そ
う
と
出
か
け
ま
し
た
が
、
市

民
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
除
く
他
の
大
会

は
雨
の
中
:
・。
期
待
し
て
い
た
晴
れ

や
か
な
表
情
は
な
く
寒
そ
う
に
出
番

を
待
っ
て
い
る
姿
し
か
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
.
に
し
て
も
、
今
年
は
お
か
し

な
天
候
が
続
き
ま
し
た
。
気
温
は
低

い
し
、
台
風
は
来
る
し
。

何
か
不
吉
な
・
:
と
考
え
て
し
ま
い

ま
す
。
(T

V
の
見
過
ぎ
か
な
:
・
)。
(Y
)
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(10月1日現在)

人口 人(前月対比)

(男)23，934(+ 12) 
(女)25 ， 932 ( + 16 ) 
計 49， 866 ( + 28 ) 
世帯数 14，404

世帯

市の人口


